
表 1 発生時現場での対応フローチャート 

 

 

       

  

 

 
 
 

 

訪問時下記のような状況に遭遇した場合 

・表情険しく、
睨んでいる
・文句を言う
・性的な嫌がらせ
・言動から不快を
感じる

・大声で威圧
・恐怖を感じる
・身の危険を感じる

・叩く等の暴力がある
・凶器を見せて脅す
・襲いかかってくる

・暴行を受ける
・身体に障害を
受ける

暴力・ハラスメント行為者と一定の距離をとる 直ぐにその場を離れる・逃げる 
自身の安全確保を優先しその場から立ち去る 

暴力・ハラスメント行
為者に話すことが可能
である 

暴力・ハラスメン
ト行為者に話すこ
とが困難である

その場を離れ事業所に連絡する 

暴力・ハラスメント行為者に対して、低い
声で話しかけ落ち着いて話せる環境を作る 
不快な行為に対し、やめるように伝える 

安全であ
ることが
判断でき
る 

不快な行為
を止めない 

身の危険
を感じる 

必用なケア
を継続し終
了する 

ケアを継
続しない

その場から
立ち去る 

その場を離れ事業所に連絡する 

事務所に戻り
管理者に報告
する 事業所の管理者の指示により、必要な対応を実施 

直ぐに
または
必要時
警察に
連絡す
る 

外傷が 
軽い場合 

外傷が 
重い場合 

受診を
する 

救急車を
手配し受
診をする 

受診先では労災の可能性があるため、
健康保険証は使用しない 
★診断書の原本をとっておく
★ケガの状況の写真を撮っておく

暴力・あるため、 

暴力・ハラスメント行為者に対し、
ケアの中断が必要な場合、そのケア
の実施に関する対応を行う。ケアに
問題がない場合今後の対応を協議し
必要な対応や関連職種と連携を図る

低い 危険度 高い 
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表 2 暴力・ハラスメントを受けた時の連絡・相談フローチャート 

            

暴力・ハラスメントを受けた時の連絡・相談 

◆可能な限り、安全な所に移動し、
身の安全を確保することを優先する

被
害
職
員

訪問時の状況に応じて対応 
表 1 参照 

担当ケアマネジャー 
☎（   - -    ） 
必要時、地域包括支援センター 
☎（   - -    ） 
★ケアプランの変更

再発防止対策 

所属の事業所・管理者へ 
報告・連絡・相談 
☎（   - -  ） 
★常時、緊急連絡ができるように
連絡網を持参しておく

被害者の
状況に応
じて支援
する 

身の危険を感じる状況 
事業所全体に危険通知 
各事業所へ情報共有 
☎（   - -    ） 

最寄りの警察署 
☎（   - -   ） 
本人の意思を確認後、
被害届の提出支援

医療機関に受診 最寄りの
病院・医院 
☎（   - -   ） 
◆労働災害の可能性を考え
健康保険証は使用しない
◆労働災害届の支援

奈良労働局雇用環境・均等室、 
総合労働相談コーナー 
☎ 0742－32－0210
平日 8：30～17：15

管理者 

法律相談 

自治体などの無料法律相談 
連絡先掲載 

QR コード

こころの相談 
◆看護職のためのメンタル相談（日本看護協会）
臨床心理士、精神保健福祉士、看護職が対応

0120－543－556
月曜日～土曜日：13 時～19時（日曜・祝日除く）
1 相談あたり 20分から 30 分程度

◆奈良県性暴力被害者サポートセンター
「NARAハート」24時間 365日受付
https://www.pref.nara.lg.jp/n053/50858.html

◆性犯罪被害に関する相談窓口
0742－81－3118 ＃8891（はやくワンストップ） 

NTT ひかり電話 0120－8891－77 

掲載の URL(QR コード)は 2026/08/18現在のものです 

法テラス奈良 
法テラス奈良法律事務所 
☎ 0570－078338
法テラス南和法律事務所
☎ 050－3383－0025

奈良弁護士会 
☎ 0742－22－2035
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